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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１種または２種以上の式Ｉで表される誘電的に正の化合物を含む誘電的に正の成分Ａを
２～３０％および１種または２種以上の式ＩＩで表される誘電的に負の化合物を含む誘電
的に負の成分Ｂ
【化１】

式中、
　Ｒ１、Ｒ２１およびＲ２２は、互いに独立して、１～７個のＣ原子を有するアルキル、
アルコキシ、フッ素化アルキルまたはフッ素化アルコキシ、２～７個のＣ原子を有するア
ルケニル、アルケニルオキシ、アルコキシアルキルまたはフッ素化アルケニルであり、
　Ｘ１は、１～４個のＣ原子を有するフッ素化アルキルまたはフッ素化アルコキシであり
、
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【化２】

【化３】

であり、
　Ｚ２１およびＺ２２は、互いに独立して、－ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＯＯ－、トランス－
ＣＨ＝ＣＨ－、トランス－－ＣＦ＝ＣＦ－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＦ２Ｏ－または単結合で
あり、
　Ｌ２１およびＬ２２は、互いに独立して、Ｃ－ＦまたはＮであり、
　ｍは、０または１である、
を含むことを特徴とする、液晶媒体。
【請求項２】
　１種または２種以上の式ＩＩＩ
【化４】

式中、
　Ｒ３は、請求項１におけるＲ１について示した意味を有し、
　Ｚ３１およびＺ３２は、互いに独立して、－ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＯＯ－、トランス－
ＣＨ＝ＣＨ－、トランス－－ＣＦ＝ＣＦ－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＦ２Ｏ－または単結合で
あり、
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【化５】

であり、
　Ｘ３は、Ｆ、Ｃｌ、１～３個のＣ原子を有するハロゲン化アルキル、２または３個のＣ
原子を有するハロゲン化アルケニル、ＯＣＦ３またはＯＣＦ２Ｈであり、
　ｋは、０または１である、
で表される誘電的に正の化合物Ｃを含むことを特徴とする、請求項１に記載の液晶媒体。
【請求項３】
　１種または２種以上の式ＩＶ
【化６】

式中、
　Ｒ４１およびＲ４２は、互いに独立して、前述の式Ｉの下にＲ１について示した意味を
有し、
　Ｚ４１、Ｚ４２およびＺ４３は、互いに独立して、－ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＯＯ－、ト
ランス－ＣＨ＝ＣＨ－、トランス－－ＣＦ＝ＣＦ－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＦ２Ｏ－または
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単結合であり、
【化７】

【化８】

であり、
　ｌおよびｐは、互いに独立して、０または１である、
で表される誘電的に中性の化合物を含む誘電的に中性の成分Ｄを含むことを特徴とする、
請求項１または２に記載の液晶媒体。
【請求項４】
　成分Ｃおよび成分Ｄを共に含むことを特徴とする、請求項１～３のいずれかに記載の液
晶媒体。
【請求項５】
　式Ｉａ－１
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【化９】

式中、
　Ｒ１は、請求項１において示した意味を有する、
の群から選択される１種または２種以上の化合物を含むことを特徴とする、請求項１～４
のいずれかに記載の液晶媒体。
【請求項６】
　式Ｉｂ１

【化１０】

式中、
　Ｒ１は、請求項１において示した意味を有する、
で表される１種または２種以上の化合物を含むことを特徴とする、請求項１～５のいずれ
かに記載の液晶媒体。
【請求項７】
　成分Ｂが、式ＩＩ－１～ＩＩ－３

【化１１】

式中、
　Ｒ２１およびＲ２２は、請求項１において示した意味を有する、
の群から選択された１種または２種以上の化合物を含むことを特徴とする、請求項１～６
のいずれかに記載の液晶媒体。
【請求項８】
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　請求項１～７のいずれかに記載の液晶媒体を含むことを特徴とする、液晶ディスプレイ
。
【請求項９】
　アクティブマトリックスによりアドレスされることを特徴とする、請求項８に記載の液
晶ディスプレイ。
【請求項１０】
　請求項１～７のいずれかに記載の液晶媒体の、液晶ディスプレイにおける使用。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、液晶媒体およびこれらの媒体を含む液晶ディスプレイ、特にアクティブマトリ
ックスによりアドレスされるディスプレイに関する。
【０００２】
【従来の技術】
液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）は、情報を表示するために広く用いられている。用いられる
電気光学的モードは、例えば、ねじれネマティック（ＴＮ）モード、超ねじれネマティッ
ク（ＳＴＮ）モード、光学的補償湾曲（ＯＣＢ）モードおよび電気的に制御された複屈折
（ＥＣＢ）モード並びにこれらの種々の修正並びに他のものである。すべてが、それぞれ
基板に、および液晶層にほぼ垂直な電界を用いるこれらのモードの他に、また、それぞれ
基板に、および液晶層にほぼ平行な電界を用いる電気光学的モード、例えば面内切換（Ｉ
ＰＳ）モード（例えばDE 40 00 451およびEP 0 588 568に開示されている）がある。ＬＣ
Ｄのために、いくつかの有望な電気光学的モードがある。
【０００３】
新規なディスプレイのために、改善された特性を有する液晶媒体が必要である。特に、配
向ベクトルに平行な、および配向ベクトルに垂直な誘電率の比率（ε‖／ε⊥）は、小さ
くなければならず、１．１～２．０、好ましくは１．５０～１．７０の特定の範囲内にあ
る。このパラメーターの他に、媒体は、適切に広い範囲のネマティック相、ある程度小さ
い複屈折（Δｎ）および小さくなければならないが、小さすぎてはならない誘電異方性（
Δε）を示さなければならない。
【０００４】
本発明のディスプレイは、好ましくは、アクティブマトリックス（アクティブマトリック
スＬＣＤ、短縮してＡＭＤ）により、好ましくは薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）のマトリッ
クスによりアドレスされる。しかし、本発明の液晶はまた、プラズマアドレスＬＣＤ（Ｐ
Ａ　ＬＣＤ）において有益に用いることができる。代表的には前処理されて、液晶材料の
均一な配列を達成する、表面上に配向した液晶媒体をそれ自体用いる種々の異なるモード
に加えて、低分子量の液晶材料の複合系を重合体材料と共に用いる用途、例えばWO 91/05
 029に開示されているような、重合体分散液晶（ＰＤＬＣ）系、ネマティック曲線状整列
相（ＮＣＡＰ）系および重合体ネットワーク（ＰＮ）系または軸方向対称ミクロドメイン
（ＡＳＭ）系および他のものがある。これらの複合系は、代表的には、複合層にほぼ垂直
な電場を用いる。
【０００５】
ＬＣＤは、直視ディスプレイに、および投影タイプディスプレイに用いられる。
誘電的に正の化合物（Δε＞０を有する）および誘電的に負の化合物（Δε＜０）を同時
に含む液晶組成物は、例えば、DE 199 40 655から知られる。しかし、これらの組成物は
、１．８０またはこれ以上のε‖／ε⊥の値および０．０９またはこれ以上の複屈折を有
する。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
従って、実際の用途に適する特性、例えば広いネマティック相範囲、低い粘度、用いるデ
ィスプレイモードに従う適切な光学異方性Δｎおよび特に適切な比率（ε‖／ε⊥）を有
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【０００７】
【課題を解決するための手段】
驚異的なことに、ここで、従来技術の材料のこれらの欠点を示さないかまたは少なくとも
顕著に低い程度に示すのみである、適切な比率（ε‖／ε⊥）、適切な相範囲、Δｎおよ
びΔεを有する液晶媒体を実現することができることが見出された。
【０００８】
　本発明のこれらの改善された液晶媒体は、少なくとも以下の成分を含む：
式Ｉで表される化合物を含み、Δｎの低い値を有する誘電的に正の化合物である第１の液
晶成分（成分Ａと呼ぶ）
【化１２】

式中、
　Ｒ１は、１～７個のＣ原子、好ましくは２～５個のＣ原子を有するアルキル、アルコキ
シ、フッ素化アルキルまたはフッ素化アルコキシ、２～７個のＣ原子、好ましくは２～５
個のＣ原子を有するアルケニル、アルケニルオキシ、アルコキシアルキルまたはフッ素化
アルケニル、好ましくはアルキル、アルケニルまたはアルコキシ、特に好ましくはｎ－ア
ルキルであり、
　Ｘ１は、１～４個のＣ原子を有するフッ素化アルキルまたはフッ素化アルコキシ、好ま
しくは－ＣＦ３、－ＯＣＦ３、－ＯＣＦ２ＣＦ３または－ＯＣＨＦＣＦ２ＣＦ３、特に好
ましくは－ＣＦ３または－ＯＣＦ３であり、
【化１３】

である、
【０００９】
および同時に、誘電的に負の成分であり、式ＩＩで表される１種または２種以上の誘電的
に負の化合物を含む第２の成分（成分Ｂ）
【化１４】

式中、
Ｒ２１およびＲ２２は、互いに独立して、上記式Ｉの下にＲ１について示した意味を有し
、
【化１５】
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であり、
Ｚ２１およびＺ２２は、互いに独立して、－ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＯＯ－、トランス－Ｃ
Ｈ＝ＣＨ－、トランス－－ＣＦ＝ＣＦ－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＦ２Ｏ－または単結合であ
り、好ましくはこれらの少なくとも１つが単結合であり、最も好ましくは両方が単結合で
あり、
Ｌ２１およびＬ２２は、互いに独立して、Ｃ－ＦまたはＮであり、好ましくはこれらの少
なくとも１つがＣ－Ｆであり、最も好ましくはこれらの両方がＣ－Ｆであり、
ｍは、０または１である、
【００１０】
および随意に、式ＩＩＩ
【化１６】

式中、
　Ｒ３は、上記式Ｉの下にＲ１について示した意味を有し、
　Ｚ３１およびＺ３２は、互いに独立して、－ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＯＯ－、トランス－
ＣＨ＝ＣＨ－、トランス－－ＣＦ＝ＣＦ－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＦ２Ｏ－または単結合、
好ましくはこれらの少なくとも１つが単結合であり、
【化１７】

【化１８】
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であり、
　Ｘ３は、Ｆ、Ｃｌ、１～３個のＣ原子を有するハロゲン化アルキル、２または３個のＣ
原子を有するハロゲン化アルケニル、ＯＣＦ３またはＯＣＦ２Ｈ、好ましくはＦ、ＣＦ３

、ＯＣＦ３またはＯＣＦ２Ｈであり、
　ｋは、０または１である、
で表される１種または２種以上の誘電的に正の化合物を含む、誘電的に正の成分（成分Ｃ
）
【００１１】
および随意に、式ＩＶ
【化１９】

式中、
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　Ｒ４１およびＲ４２は、互いに独立して、上記式Ｉの下にＲ１について示した意味を有
し、
　Ｚ４１、Ｚ４２およびＺ４３は、互いに独立して、－ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＯＯ－、ト
ランス－ＣＨ＝ＣＨ－、トランス－－ＣＦ＝ＣＦ－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＦ２Ｏ－または
単結合、好ましくはこれらの少なくとも１つが単結合であり、一層好ましくは、存在する
場合には、これらの少なくとも２つが単結合であり、
【化２０】

であり、
【化２１】
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　ｌおよびｐは、互いに独立して、０または１である、
で表される１種または２種以上の化合物を含む、誘電的に中性の成分（成分Ｄ）。
【００１２】
好ましくは、本発明の液晶媒体は、式Ｉで表される化合物を含み、好ましくは主に式Ｉで
表される化合物からなり、および最も好ましくは完全に式Ｉで表される化合物からなる成
分Ａを含む。
本出願において、含むは、組成物の前後関係において、言及する構成要素、例えば媒体ま
たは成分が、当該成分（単数または複数）あるいは化合物（単数または複数）を、好まし
くは１０％またはこれ以上、最も好ましくは２０％またはこれ以上の合計濃度で含むこと
を意味する。
【００１３】
この前後関係において、主になるは、言及する構成要素が、８０％またはこれ以上、好ま
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単数または複数）あるいは化合物（単数または複数）を含むことを意味する。
完全になるは、この前後関係において、言及する構成要素が、９８％またはこれ以上、好
ましくは９９％またはこれ以上および最も好ましくは１００．０％の当該成分（単数また
は複数）あるいは化合物（単数または複数）を含むことを意味する。
【００１４】
式Ｉで表される化合物は、好ましくは、従属式Ｉ－１～Ｉ－４
【化２２】

式中、
Ｒ１およびＸ１は、上記式Ｉの下に示したそれぞれの意味を有し、好ましくは
Ｒ１は、２～５個のＣ原子を有するｎ－アルキルであり、
Ｘ１は、－ＣＦ３または－ＯＣＦ３、最も好ましくは－ＣＦ３である、
の群から選択される。
【００１５】
最も好ましくは、媒体は、従属式Ｉ－１およびＩ－２からなる群から選択された式Ｉで表
される化合物、最も好ましくは式Ｉ－１で表される化合物を含む。
特に好ましいのは、式ＩａおよびＩｂ
【化２３】

の群から選択された化合物である。
【００１６】
式Ｉａで表される化合物は、好ましくは、従属式Ｉａ－１～Ｉａ－４およびＩｂ－１
【化２４】
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Ｒ１は、上記式Ｉの下に示された意味を有し、好ましくは２～５個のＣ原子を有するｎ－
アルキルである、
の群から選択される。
【００１７】
最も好ましくは、媒体は、従属式Ｉａ－１、Ｉｂ－１およびＩａ－２、最も好ましくは式
Ｉａ－１およびＩｂ－１および特に式Ｉａ－１の群から選択された式Ｉａで表される化合
物を含む。
好ましい例において、本発明の液晶媒体は、式ＩＩで表される化合物を含み、好ましくは
主に式ＩＩで表される化合物からなり、最も好ましくは完全に式ＩＩで表される化合物か
らなる成分Ｂを含む。
【００１８】
式ＩＩで表される化合物は、好ましくは、従属式ＩＩ－１～ＩＩ－３
【化２５】
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Ｒ２１およびＲ２２は、上記式ＩＩの下に示す意味を有する、
の群から選択される。
【００１９】
　式ＩＩ－１～ＩＩ－３において、Ｒ２１は、好ましくはｎ－アルキルまたは１－Ｅ－ア
ルケニルであり、Ｒ２２は、好ましくはｎ－アルキルまたはアルコキシである。
　さらに好ましい態様において、液晶媒体は、好ましくは主に式ＩＩＩで表される化合物
からなり、最も好ましくは完全に式ＩＩＩで表される化合物からなる液晶成分Ｃを含む。
【００２０】
式ＩＩＩで表される化合物は、好ましくは、従属式ＩＩＩ－１～ＩＩＩ－６
【化２６】
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式中、
Ｒ３は、上記式ＩＩＩの下に示した意味を有し、
Ｙ３１およびＹ３２は、互いに独立して、ＨまたはＦであり、好ましくはこれらの少なく
とも１つがＦであり、
Ｘ３は、上記式ＩＩＩの下に示した意味を有し、好ましくはＦ、ＯＣＦ２ＨまたはＯＣＦ

３である、
の群から選択される。
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【００２１】
式ＩＩＩ－１～ＩＩＩ－６において、Ｒ３は、好ましくはｎ－アルキルまたは１－Ｅ－ア
ルケニルである。
この成分Ｃは、成分ＡおよびＢに加えて存在することができ、好ましくは存在する。
【００２２】
他の好ましい態様において、液晶媒体は、好ましくは主に式ＩＶで表される化合物からな
り、最も好ましくは完全に式ＩＶで表される化合物からなる液晶成分Ｄを含む。
式ＩＶで表される化合物は、好ましくは、従属式ＩＶ－１～ＩＶ－７
【化２７】

式中、
Ｒ４１およびＲ４２は、互いに独立して、上記式Ｉの下にＲ１について示した意味を有し
、
Ｙ４は、ＨまたはＦである、
の群から選択される。
【００２３】
式ＩＶ－１において、Ｒ４１は、好ましくはｎ－アルキルまたは１－Ｅ－アルケニルであ
り、Ｒ４２は、好ましくはｎ－アルキルまたはアルコキシである。
式ＩＶ－２において、Ｒ４１は、好ましくはｎ－アルキルであり、Ｒ４２は、好ましくは
ｎ－アルキルまたはアルコキシである。
式ＩＶ－３～ＩＶ－７において、Ｒ４１は、好ましくはｎ－アルキルまたはアルケニルで
あり、Ｒ４２は、好ましくはｎ－アルキルである。
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【００２４】
この成分Ｄは、成分ＡおよびＢに加えて、および最も好ましくは成分Ａ、ＢおよびＣに加
えて存在することができ、好ましくは存在する。
また、上記で特に述べない他のメソゲン性化合物を、本発明の媒体において、随意におよ
び有益に用いることができる。このような化合物は、分野における専門家に知られている
。
【００２５】
好ましくは、媒体は、好ましくはＲ１がｎ－アルキルであり、好ましくは２～４個のＣ原
子を有する式Ｉ－１で表される１種または２種以上の化合物を含む。
好ましくは、媒体は、好ましくはＲ２１がｎ－アルキルであり、好ましくは３～５個のＣ
原子を有し、Ｒ２２がｎ－アルコキシであり、好ましくは２～４個のＣ原子を有する式Ｉ
Ｉ－１で表される１種または２種以上の化合物を含む。
【００２６】
好ましくは、媒体は、好ましくはＲ２１がｎ－アルキルであり、好ましくは３～５個のＣ
原子を有し、Ｒ２２がｎ－アルコキシであり、好ましくは２～４個のＣ原子を有し、およ
び／またはＲ２１およびＲ２２がアルコキシである式ＩＩ－２で表される１種または２種
以上の化合物を含む。
好ましくは、媒体は、好ましくはＸ３がＯＣＦ３またはＦである式ＩＩＩ－３で表される
１種または２種以上の化合物を含む。
好ましくは、媒体は、Ｘ３がＯＣＦ３である式ＩＩＩ－３で表される１種または２種以上
の化合物を含む。
【００２７】
　好ましくは、媒体は、式ＩＩＩ－３～ＩＩＩ－５の化合物の群、特に好ましくは式ＩＩ
Ｉ－３およびＩＩＩ－５の化合物の群、最も好ましくは、Ｘ３がＦであり、Ｙ３１がＦで
あり、Ｙ３２がＨまたはＦ、好ましくはＦである、式ＩＩＩ－３およびＩＩＩ－５の各々
の１種または２種以上の化合物から選択された１種または２種以上の化合物を含む。
　好ましくは、媒体は、式ＩＶ－１およびＩＶ－２で表される化合物の群、特に好ましく
は式ＩＶ－１およびＩＶ－２の各々の１種または２種以上の化合物から選択された１種ま
たは２種以上の化合物を含む。
【００２８】
成分Ａは、好ましくは、全混合物の１～５０％、好ましくは２～４０％、好ましくは３～
３０％および最も好ましくは３～２０％の濃度で用いる。
成分Ｂは、好ましくは、全混合物の１～８０％、好ましくは１０～５５％および最も好ま
しくは２５～４５％の濃度で用いる。
成分Ｃは、好ましくは、全混合物の０～９０％、好ましくは５～７０％および最も好まし
くは３０～５５％の濃度で用いる。
成分Ｄは、好ましくは、全混合物の０～５０％、好ましくは１～４０％および最も好まし
くは５～２５％の濃度で用いる。
【００２９】
本発明の媒体は、物理的特性を調整するために、随意に他の液晶化合物を含むことができ
る。このような化合物は、専門家に知られている。本発明の媒体中のこれらの濃度は、好
ましくは０％～３０％、さらに好ましくは０％～２０％および最も好ましくは５％～１５
％である。
好ましくは、液晶媒体は、５０％～１００％、さらに好ましくは７０％～１００％および
最も好ましくは８０％～１００％および特に９０％～１００％の成分Ａ、Ｂ、ＣおよびＤ
を総合的に含み、これは、好ましくはそれぞれ式Ｉ、ＩＩ、ＩＩＩおよびＩＶで表される
１種または２種以上の化合物を含み、好ましくは主にこれらの化合物からなり、最も好ま
しくは完全にこれらの化合物からなる。
【００３０】
本発明の液晶媒体は、８０℃またはこれ以上、好ましくは８５℃またはこれ以上および特
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に９０℃またはこれ以上の透明点を特徴とする。
本発明の液晶媒体のΔｎは、０．１１またはこれ以下、好ましくは０．０６５～０．１０
０の範囲内、さらに好ましくは０．０７０～０．０９５の範囲内、最も好ましくは０．０
７５～０．０９０の範囲内および特に０．０８５～０．０９５の範囲内である。
【００３１】
本発明の液晶媒体の１ｋＨｚおよび２０℃におけるΔεは、２．０またはこれ以上、好ま
しくは２．５またはこれ以上、最も好ましくは３．０またはこれ以上および特に３．５ま
たはこれ以上である。
好ましくは、本発明の媒体のネマティック相は、少なくとも０℃～７０℃、さらに好まし
くは少なくとも－２０℃～７０℃、最も好ましくは少なくとも－３０℃～８０℃および特
に少なくとも－４０℃～９０℃にわたり、ここで、少なくともは、好ましくは下限が削除
され、一方上限を超えることを意味する。
【００３２】
本出願において、用語「誘電的に正の化合物」は、Δε＞１．５を有する化合物を記載し
、「誘電的に中性の化合物」は、－１．５≦Δε≦１．５を有する化合物であり、「誘電
的に負の化合物」は、Δε＜－１．５を有する化合物である。同一のことが、成分につい
ても保持される。Δεは、１ｋＨｚおよび２０℃で決定する。化合物の誘電異方性は、ネ
マティックホスト混合物中の個別の化合物の１０％の溶液の結果から決定する。これらの
試験混合物の容量は、ホメオトロピックを有するセルおよび均一な配向を有するセルの両
方において決定される。両方のタイプのセルのギャップは、約１０μｍである。印加され
た電圧は、１ｋＨｚの周波数および代表的には０．５Ｖ～１．０Ｖの２乗平均平方根を有
する矩形波であるが、これを、常に、それぞれの試験混合物の容量性しきい値より低く選
択する。
【００３３】
誘電的に正の化合物について、混合物ＺＬＩ－４７９２並びに誘電的に中性のおよび誘電
的に負の化合物について、混合物ＺＬＩ－３０８６（共にMerck KGaA, Germany）を、そ
れぞれホスト混合物として用いる。化合物の誘電率は、注目する化合物の添加によるホス
ト混合物のそれぞれの値の変化から決定し、１００％の関連する化合物の濃度に外挿する
。
従って、２０℃の測定温度においてネマティック相を有する成分を測定し、他のすべての
ものを化合物と同様に処理する。
【００３４】
共に、他に特に述べなければ、用語「しきい値電圧」は、本出願において、光学的しきい
値を意味し、１０％相対的コントラスト（Ｖ１０）について与えられ、用語「飽和電圧」
は、光学的飽和を意味し、９０％相対的コントラスト（Ｖ９０）について与えられる。容
量性しきい値電圧（Ｖ０、またフレデリクスしきい値ＶＦｒと呼ぶ）は、特に述べない場
合にのみ用いる。
本出願において示すパラメーターの範囲は、すべて、他に特に述べなければ、限界値を含
む。
【００３５】
本出願を通じて、他に特に述べなければ、すべての濃度を、質量パーセントで示し、それ
ぞれの完全な混合物に関し、すべての温度を、摂氏度（セルシウス）で示し、すべての温
度の差を、摂氏度で示す。すべての物理的特性を、"Merck Liquid Crystals, Physical P
roperties of Liquid Crystals", Status Nov. 1997, Merck KGaA, Germanyに従って決定
しており、および決定し、他に特に述べなければ、２０℃の温度について示す。光学異方
性（Δｎ）を、５８９．３ｎｍの波長において決定する。誘電異方性（Δε）を、１ｋＨ
ｚの周波数において決定する。しきい値電圧およびすべての他の電気光学的特性を、Merc
k KGaA, Germanyにおいて準備した試験セルを用いて決定した。Δεの決定のための試験
セルは、２２μｍのセルギャップを有していた。電極は、１．１３ｃｍ２の面積および保
護環を有する円形ＩＴＯ電極であった。配向膜は、ホメオトロピック配向（ε‖）につい
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４であった。容量を、０．３Ｖｒｍｓの電圧を有する正弦波を用いて、周波数応答分析装
置ソラトロン(Solatron)１２６０で、決定した。電気光学的測定において用いた光は、白
色光であった。用いた構成は、日本国Otsukaの市場で入手できる装置であった。特性電圧
を、垂直観察の下で決定した。しきい値（Ｖ１０）－中間灰色(mid grey)（Ｖ５０）－お
よび飽和（Ｖ９０）電圧を、それぞれ１０％、５０％および９０％相対的コントラストに
ついて決定した。
【００３６】
本発明の液晶媒体は、他の添加物およびキラルなドーパントを、通常の濃度で含むことが
できる。これらの他の構成成分の合計濃度は、全体の混合物を基準として、０％～１０％
、好ましくは０．１％～６％の範囲内である。用いる個別の化合物の濃度は、各々、好ま
しくは、０．１％～３％の範囲内である。これらのおよび同様の添加物の濃度は、本出願
中の液晶媒体の液晶成分および化合物の濃度の数値および範囲について考慮しない。
【００３７】
本発明の新規な液晶媒体は、数種の化合物、好ましくは３～３０種、一層好ましくは８～
２０種および最も好ましくは１０～１６種の化合物からなる。これらの化合物を、従来の
方法で混合する。原則として、所要量の小さい方の量で用いる化合物を、大きい方の量で
用いる化合物に溶解する。温度が、高い方の濃度で用いる化合物の透明点を超える場合に
は、溶解の過程の完了を観察することは、特に容易である。しかし、媒体を、他の従来の
方法により、例えば、例えば化合物の同族体または共融混合物であることができる、いわ
ゆる予備混合物を用いて、または構成成分がこれら自体の混合物を用いることができる状
態にある、いわゆるマルチボトル系を用いて、調製することも可能である。
【００３８】
適切な添加物を加えることにより、本発明の液晶媒体を、液晶媒体、例えばＴＮ－、ＴＮ
－ＡＭＤ、ＥＣＢ－ＡＭＤ、ＶＡＮ－ＡＭＤ、ＩＰＳおよびＯＣＢ　ＬＣＤをそれ自体用
いて、および特に複合系、例えばＰＤＬＣ、ＮＣＡＰ、ＰＮＬＣＤおよび特にＡＳＭ－Ｐ
Ａ　ＬＣＤにおいて、これらをすべての既知のタイプの液晶ディスプレイにおいて使用可
能であるように、変更することができる。
液晶の融点Ｔ（Ｃ，Ｎ）、スメクティック相（Ｓ）からネマティック相（Ｎ）への転移Ｔ
（Ｓ，Ｎ）および透明点Ｔ（Ｎ，Ｉ）を、摂氏度で示す。
【００３９】
本出願および特に以下の例において、液晶化合物の構造を、また頭文字と呼ぶ略語により
表す。略語の対応する構造への変換は、以下の２つの表ＡおよびＢに従って直接的である
。すべての基ＣｎＨ２ｎ＋１およびＣｍＨ２ｍ＋１は、それぞれｎ個およびｍ個のＣ原子
を有する直鎖状アルキル基である。表Ｂの解釈は、自明である。表Ａは、構造の中心部に
ついての略語を列挙するのみである。個別の化合物は、ハイフンが続く中心部の略語によ
り示され、置換基Ｒ１、Ｒ２、Ｌ１およびＬ２を特定するコードが続く：
【００４０】
【表１】
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【００４１】
表Ａ：
【化２８】
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【００４２】
【化２９】
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【００４３】
【化３０】
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【００４４】
【化３１】
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【００４５】
本発明の液晶媒体は、好ましくは、
－７種または８種以上、好ましくは８種または９種以上の、好ましくは表ＡおよびＢの化
合物の群から選択された異なる式で表される化合物および／または
－３種または４種以上、好ましくは４種または５種以上の、好ましくは表Ａの化合物の群
から選択された異なる式で表される化合物および／または
－２種または３種以上、好ましくは３種または４種以上の、好ましくは表Ｂの化合物の群
から選択された異なる式で表される化合物
を含む。
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【００４６】
【実施例】
以下に示す例は、本発明を、これをいかなる方法によっても限定せずに、例示する。
しかし、物理的特性組成は、いずれの特性を達成することができ、いずれの範囲において
これらを修正することができるかを、専門家に例示する。特に、従って、好ましく達成す
ることができる種々の特性の組み合わせを、専門家に十分に定義する。
【００４７】
例１
以下の表に示す組成および特性を有する液晶混合物を、実現した。
【００４８】
【表２】

【００４９】
この混合物は、Δｎの好ましく低い値およびε‖／ε⊥の特に低い値を有する。
【００５０】
比較例１
以下の表に示す組成および特性を有する液晶混合物を、実現した。
【００５１】
【表３】
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【００５２】
この混合物は、Δｎの比較的高い値およびε‖／ε⊥のいくらか高い値を有する。
比較例２
以下の表に示す組成および特性を有する液晶混合物を、実現した。
【００５３】
【表４】
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【００５４】
この混合物は、Δｎの比較的高い値およびε‖／ε⊥のいくらか高い値を有する。
【００５５】
比較例３
以下の表に示す組成および特性を有する液晶混合物を、実現した。
【００５６】
【表５】
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【００５７】
この混合物は、Δｎの比較的高い値およびε‖／ε⊥のいくらか高い値を有する。
【００５８】
比較例４
以下の表に示す組成および特性を有する液晶混合物を、実現した。
【００５９】
【表６】
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この混合物は、Δｎの比較的高い値およびε‖／ε⊥のいくらか高い値を有する。
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